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【ご参考】事業
１拠点区分内に複数の就労支援事業所がある場合の設定

１．会計基準上の集計構造と附属明細書上の事業構造の相違

1)会計基準上の事業構造は

「事業区分」-「拠点区分」-「サービス区分」-「作業種別」となります。

2)一方、就労支援事業に関する明細書では、「事業所」ごとの合計が
あるため、 「事業区分」-「拠点区分」-
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製パン作業 仕入商品事業 小計 請負作業
勘定科目 合計

Ａ事業所

合計

Ｂ事業所
就労移⾏⽀援 就労継続支援Ｂ型

小計

「就労支援事業所」-「サービス区分」-「作業種別」となります。

3)そのため、会計基準上の事業構造とは別に、「就労支援事業所」を
含めた事業構造を別途登録します。×
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２．メニュー(（[基本情報]-〔B マスター情報の登録〕-「711事業」）)

【ご参考】事業
１拠点区分内に複数の就労支援事業所がある場合の設定
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「階層に含めない事業」を選択し、そ
の配下に「就労支援事業所」となる
コード、名称を登録します。区分は
「その他」とします。
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３．メニュー(（[基本情報]-〔B マスター情報の登録〕-「712事業階層」）)

【ご参考】事業
１拠点区分内に複数の就労支援事業所がある場合の設定
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1)「登録」ボタンを押下し、新たに
「コード」「事業階層分類名」を登録
します。
例）
コード：002
分類名：就労支援事業所別

【ご参考】事業
１拠点区分内に複数の就労支援事業所がある場合の設定

３．メニュー(（[基本情報]-〔B マスター情報の登録〕-「712事業階層」）)
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分類名：就労支援事業所別

2)「階層に含めない事業」から事業をドラッグアンドドロップし、上図の通り、「第1階層：
法人」-「第2階層：拠点区分」-「第3階層：就労支援事業所」-「第4階層：ｻｰﾋﾞｽ区分」-
「第5階層:作業種別（作業種別がある場合）」と設定します。

ドラッグアンド
ドロップ


